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第５次男女共同参画基本計画 ～ すべての女性が輝く令和の社会へ ～
（令和２年12月25日）抜粋

第２部 政策編
Ⅲ 男女共同参画社会の実現に向けた基盤の整備 
第10分野 教育・メディア等を通じた男女双方の意識改革、理解の促進

〇 固定的な性別役割分担意識や性差に関する偏見・固定観念、無意識の思い込み（ア
ンコンシャス・バイアス）は、女性にも男性にもある。女性も男性も一人一人が、男女共同
参画を自分のこととして認識し、その実現に向けて協力し合って取り組めるよう、男女双
方の意識改革に取り組む。

〇 その際、男女共同参画に関心の高い層だけではなく、関心の低い層や次世代を担う若
者、企業・団体の経営者や管理職等を含め、訴えかける対象を設定し、多様なメディア・
コンテンツを活用しながら、その対象ごとに戦略的な広報活動を展開する。

〇 また、地域により情報や取組に差があることから、住民に身近な地方公共団体や、関
係機関・団体と連携して、地域における広報・啓発活動の一層の推進を図る。

３ 国民的広がりを持って地域に浸透する広報活動の展開

〇 新聞・テレビ・映画・ゲーム・インターネットメディア・広告等の多様なメディア関係者と連
携し、男女共同参画に資する広告やコンテンツ等について積極的に情報発信を行う。また、
表現の自由を十分尊重しながら、性暴力表現など実在する女性の人権を侵害するような
情報への対策をはじめ男女共同参画に関する各業界における自主的な取組を促進する。

４ メディア分野等と連携した積極的な情報発信

第２部 政策編 Ⅲ 男女共同参画社会の実現に向けた基盤の整備
第10分野 教育・メディア等を通じた男女双方の意識改革、理解の促進
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各地域において、人々の中にある固定的な性別役割分担意識や無意識の思い込み

（アンコンシャス・バイアス）の解消と、企業等の広報担当や人事・業務管理に携わる管

理職、さらには経営層の意識改革と理解の促進を図り、性別役割分担にとらわれない働

き方を推進するため、これまでの調査結果を踏まえた取組を着実に実施するとともに、

「オールド・ボーイズ・ネットワーク」の存在についてのホームページ・ＳＮＳ等の様々なコ

ンテンツを活用した情報発信、地方公共団体や経済団体等を対象としたワークショップ

の開催等の啓発活動を実施する。【内閣府】

③ 固定的な性別役割分担意識やアンコンシャス・バイアスの解消
及びオールド・ボーイズ・ネットワークに着目した広報啓発

女性活躍・男女共同参画の重点方針2024（女性版骨太の方針2024）抜粋
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Ⅱ 女性の所得向上・経済的自立に向けた取組の一層の推進
（４）地域における女性活躍・男女共同参画の推進

※「オールド・ボーイズ・ネットワーク」については、以下の啓発活動を実施（予定含む）
・広報誌「共同参画」において、特集記事を連載した（令和６年10月号～12月号）。
・令和６年度性別による無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）に関するワークショップにおいて、課題と
して取り扱った。

・普及啓発用動画を令和６年度中に公開する予定。



性別による無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）に関する調査研究について

内閣府男女共同参画局では、無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）について、気づきの機会を提供し、
理解を促すことで、その解消を図ることを目的に、性別による無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）に関
する調査を実施・公表している。

▼調査結果のポイント

○今回の調査結果の主なポイントは、以下のとおり。（※前回調査は令和３年度に実施）
・性別役割について、「そう思う」又は「どちらかといえばそう思う」と回答した割合は、前回調査結果とほぼ同様に男性のほうが高い結果となっ
ている。
・全項目平均では、性別役割の「意識」は男性が高い一方で、直接言われた・言動や態度から感じた「経験」は女性のほうが多い。
・職場の役割分担に関する項目において、20代男性で「そう思う」又は「どちらかといえばそう思う」と回答した割合が高いものが多くみられる。

【対       象】全国男女20‐60代 10,906人（男性5,452人 女性5,384人 その他70人）
【調査設計】全国47都道府県を性別、年代（20代～60代）で分け、均等に回収するサンプリングとし、測定項目を追加し41項目とした。

▼対象・調査設計

本調査では、41の測定項目（前回調査36項目）について、回答
者から、性別役割意識（「そう思う」「どちらかといえばそう思う」「どちら
かといえばそう思わない」「そう思わない」の4段階から選択し回答）や
性別に基づく役割や思い込みを決めつけられた経験の有無などを聞い
た結果を取りまとめている。

「令和4年度 性別による無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）に関す
る調査研究」（内閣府男女共同参画局／2022年11月公表） 
https://www.gender.go.jp/research/kenkyu/seibetsu_r04.html

▼調査概要

調査結果はこちらから↓

令和４年度 性別による無意識の思い込み（アンコンシャスバイアス）に関する調査結果
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令和３年度 性別による無意識の思い込み調査研究
チェックシート・事例集（概要）

〇性別による無意識の思い込みについて気づきの機会を提供し、解消の一助とするため作成。
〇令和３年９月に公表した「令和３年度 性別による無意識の思い込み調査研究 調査結果」の調査項目や自由回答から、

 職場、家庭、教育、地域・コミュニティ、その他とシーンごとのチェック項目を選定。

〇事例集では、チェックシートで選定したチェック項目をシーンごとに整理し、調査結果のデータ及び調査で得られた自由
 回答を経験者の声として掲載し、その解説を記載することとした。

１ チェックシート

〇令和３年９月に公表した本調査研究の調査結果では、回答者全体の７６．３％に、性別による無意識の思い込みが見られた。
〇特に、５０代、６０代の年齢層に強く見られたところであるが、この年齢層は、職場において経営層・管理職といった業務管理する

 立場の方が多いと考えられるが、人事担当と同様、この層の無意識の思い込みが職員等の仕事・家庭生活に与える影響は大きい。
〇令和２年時点において、共働き世帯は１１７３万世帯、専業主婦世帯は４６２万世帯となっており、専業主婦世帯が標準世帯とされ

 た昭和の時代とは取り巻く環境が変わっているため、昭和の時代に形成された認識は、現在では思い込み、決めつけ、押し付けに
 なってしまっている事があることに気づき、これを解消していく必要がある。

〇項目のA、Bはシーン別
A 職場
B 家庭、教育、地域、

その他
※チェック項目として
２３項目 を選定

〇下のとおり、事例集と
 対応させている

２ 事例集

左）チェックシート項目について、調査結果で得られたデータを示した
右）解説では、何が問題なのか、どのような影響があるか等を記載
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性別による固定的役割分担に捉われない「フリーイラスト」

土木技術者 測量技術者

パイロット 工学系の科学者

乳児の世話 炊事

〇性別による固定的役割分担や無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）の解消を目
的として、誰もが簡単に利用できる「フリーイラスト」を作成し、無料で提供。
ダウンロードはこちらから（男女共同参画局ホームページ）

https://www.gender.go.jp/about_danjo/symbol/free/manual.html

職

業

生
活
の
場
面

全29職種

全15場面
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性別による無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）の解消等に向けた「普及啓発用動画」

性別による無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）の解消等に向けた情報発信の取組を強化することを
目的として、チェックシート・事例集の内容を踏まえた「普及啓発用動画」を制作し、内閣府男女共同参画局公式
YouTube等で公開

PART１

PART２

視聴はこちらから（https://www.youtube.com/playlist?list=PLwXND8_Qn55qLfNvejYvKjg-7Z6Ig1DET）

視聴はこちらから（https://www.youtube.com/playlist?list=PLwXND8_Qn55rjgi5nKDE2b1FYmApMz31n）
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性別による無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）に関する「ワークショップ」の開催

事例集、チェックシート、令和4年度に実施した調査結果等を用い、地方公共団体や経済団体等
を対象に、無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）が、実際の職業生活や社会生活におい
て、どのような場面で起きているのかの気づき、理解する機会とし、以後の職務に役立てることで、
社会全体の無意識の思い込み（アンコンシャス・バイアス）解消の一助とすることを目的としたワー
クショップを開催

目的：① 男女共同参画関連施策、広報業務に従事する担当職員、メディア関係者がアンコンシャス・バイアス
に気づくことにより、アンコンシャス・バイアスを含んだ資料作成や情報発信を行わないよう留意する。

  ② 人事担当職員（管理職含む）がアンコンシャス・バイアスについて理解を深め、適切な人事管理・運
営を行えるようにする。

 
内容：① 全体向け講義（アンコンシャス・バイアス調査結果概要等を踏まえ、問題共有や課題の分析）

② グループディスカッション（自組織の取組事例の紹介、現状と課題の共有など）
③ 発表、意見交換

開催形式：オンライン開催
※令和４年度：計５回
（地方公共団体向け２回、企業向け２回、メディア向け１回）
 令和５年度：計５回
（地方公共団体向け２回、企業向け(メディア含む)３回）
 令和６年度：計５回
（地方公共団体向け２回、企業向け(メディア含む)３回）
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